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研究成果の概要（和文）：公立中学1年生のコホート集団を3年時まで追跡した結果、次のような研究成果を得
た。すなわち、１）社会経済的要因の中でも、保護者の学歴や世帯年収は中学1年生の学業成績に有意に影響し
学力格差を助長する可能性があること、２）生徒の体力は社会経済的要因とは別に影響し、体力が高いほど学業
成績を高める可能性があること、３）逆に肥満度が高いと生徒の学業成績を悪化させる可能性があること、その
他では４）学習状況やテレビゲームなどのスクリーンタイムが生徒の学業成績に有意に影響すること等を海外学
術雑誌に公表してきた。上記はすべて中学1年時の横断研究の成果であり、縦断調査の分析結果も評価の高い国
際誌に投稿を進めている。

研究成果の概要（英文）：We tracked the cohort group of first grade junior high school students for 2
 years, and the following research results were obtained. That is, 1) among socio-economic factors, 
the educational background of the parents and the annual household income significantly affected the
 students' academic performance and promoted the academic gap, 2)physical fitness of the student 
affects separately from socio-economic factors, and higher physical fitness improved academic 
achievement, 3)obesity status deteriorated students' academic performance, 4)learning time and 
screen times such as video games have a significant impact on students' academic performance. All 
the above are the results of a cross-sectional study at the first year of junior high school, and 
the analysis results of the longitudinal survey are also being forwarded to highly regarded 
international journals.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中学生の学業成績の格差拡大に社会経済的要因は悪影響を与えるが、その悪影響に対し、高い体力を維持するこ
とや過度の肥満ややせにならないこと、学習状況や携帯ゲームなどのスクリーンタイムの過剰利用を是正するこ
とが学業成績の格差縮小に好影響をもたらす可能性があることが明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
健康日本21 では「健康格差の縮小」を基本方針としているが、具体的な解決策を提案できて

いる先行研究は少ない。健康格差を拡大すると考えられている「社会経済的要因」を扱う研究は、

プライバシーの問題などから測定できず我が国では普及していない。しかし、近年では社会経済

的要因と健康・学力が関連するとの報告も散見される。そこで、本研究課題では１）社会経済的

要因と健康・学力の関連性を横断的かつ縦断的研究に検討し、その基盤的要因を明らかにする。

また、２）社会経済的要因の悪影響を強く受ける集団に着目し、その悪影響を軽減する“運動関

連指標（体力、運動部への所属など）”の影響を探索的に解明し、従来の社会経済的要因の悪影

響の「解明」から「解決」へとパラダイムシフトの実現を目指す。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、１）社会経済的要因と健康・学力の関連性を横断的かつ縦断的研究に検討

し、その基盤的要因を明らかにすること、２）社会経済的要因の悪影響を強く受ける集団に着

目し、その悪影響を軽減する「運動関連指標」の影響を探索的に解明することであった。 

 

３．研究の方法 

研究デザインは前向き追跡研究（追跡期間は2年間）である。対象者は研究対象校に在学中の

児童生徒であり、調査項目は平初年度と同様の評価項目を1年後と2年後に再測定した。具体的に

は、１）基本属性：性、年齢、疾患の有無、身長や体重など、２）学業成績：学期末に出された

９教科（国語、社会、数学、理科、英語、音楽、美術、技術、保健体育）の指導要録に基づく各

教科の絶対評価および全９教科の合計評定、３）学力の観点別評価：「関心・意欲・態度」「思考・

判断」「知識・理解」など、４）体力指標：新体力テストの測定項目8種目（握力、上体起こし、

長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び、持久走、50メートル走、ハンドボール投げ）の各種目の

得点および全８種目の合計点数、５）身体活動・座位時間：International Physical Activity 

Questionnaire日本語短縮版、６）社会経済的因子：世帯年収、保護者の学歴、７）学習状況：家

庭での学習時間、学習塾や家庭教師の有無、学習に対する意欲、８）生活習慣：睡眠時間や満足

感などの睡眠状態、朝食摂取状況、運動部所属の有無、である。分析の観点は、１）社会経済的

要因と児童生徒の健康状態と学業成績の関連性を、健康状態や学業成績との関連が報告されてい

る交絡因子（朝食摂取の有無、学習状況、睡眠など）調整後も有意な関連性が認められるのか、

２）社会経済的要因が児童生徒の健康状態と学業成績に及ぼす悪影響に対し、体力（新体力テス

トの合計得点）や運動部活動への所属などの運動関連指標が防御的な要因となり得るのか、３）

社会経済的に恵まれない児童生徒のみを抽出し、社会経済的要因と児童生徒の健康状態と学業成

績の悪影響を軽減する運動関連指標はないのか、を明らかにすることであった。 
 
 
４．研究成果 
研究実施期間に次のような知見を公表することができた。その概要をまとめると、１）社会経

済的要因の中でも、保護者の学歴や世帯年収は中学1年生の学業成績に有意に影響し学力格差を

助長する可能性があること、２）生徒の体力は社会経済的要因とは別に影響し、体力が高いほど

学業成績を高める可能性があること、３）逆に肥満度が高いと生徒の学業成績を悪化させる可能

性があること、その他では４）学習状況やテレビゲームなどのスクリーンタイムが生徒の学業成

績に有意に影響する、こと等を海外学術雑誌に公表してきた。上記はすべて中学1年時の横断研

究の成果であり、縦断調査の分析結果も評価の高い国際誌に投稿を進めている。以上より、中学



生の学業成績の格差拡大に社会経済的要因は悪影響を見せるが、その悪影響に対し、高体力や肥

満予防、学習状況やスクリーンタイムの過剰利用の是正が学業成績の格差縮小に好影響をもたら

す可能性があることが明らかとなった。 
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